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【２】

９
月
７
日
は
町
総
合
防
災
訓
練

早
朝
に
大
津
波
警
報
発
令

近
く
の
安
全
な
場
所
へ
避
難
を

山
田
町
津
波
史
（
昭
和
五
十
七
年
発
行
）
か
ら
、
昭
和
三
十
五
年
の

チ
リ
地
震
津
波
の
体
験
記
を
紹
介
し
ま
す
。
こ
ん
な
と
き
ど
の
よ
う
な

行
動
を
と
る
べ
き
か
、
家
族
で
話
し
合
う
機
会
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

【
橋
本
と
も
子
さ
ん
（
当
時
船
小
五
年
・
現
姓
＝
花
坂
・
船
越
）】

町
で
は
、
九
月
一
日
の
「
防
災
の
日
」
に
ち
な
み
毎
年

九
月
の
第
一
日
曜
日
に
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
今
年
は
七
日
に
行
い
ま
す
の
で
、
津
波
避
難
訓
練
な

ど
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。
わ
た
し

た
ち
の
住
む
三
陸
沿
岸
は
、
三
千
人
近
い
犠
牲
者
を
出
し

た
明
治
二
十
九
年
の
三
陸
大
津
波
や
昭
和
三
十
五
年
の
チ

リ
地
震
津
波
な
ど
、
過
去
に
何
度
も
大
津
波
が
襲
来
し
て

い
ま
す
。
幸
い
に
も
最
近
で
は
大
き
な
津
波
は
発
生
し
て

い
ま
せ
ん
が
、
津
波
体
験
者
が
減
っ
て
い
る
現
在
、
津
波

に
対
す
る
恐
怖
も
薄
ら
い
で
き
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
津
波
の
恐
ろ
し
さ
を
侮
ら
ず
、
緊
急
時
に
落

ち
着
い
て
行
動
で
き
る
よ
う
、
家
族
み
ん
な
で
訓
練
に
参

加
し
ま
し
ょ
う
。

【３】

津
波
避
難
訓
練
に
参
加
を

今
年
の
防
災
訓
練
は
、
上
表
の
災

害
を
想
定
し
て
行
わ
れ
ま
す
。
こ
れ

に
伴
う
訓
練
と
し
て
▽
通
信
情
報
連

絡
訓
練
▽
町
職
員
非
常
招
集
訓
練
▽

津
波
避
難
誘
導
訓
練
▽
水
門
・
門
扉

閉
鎖
訓
練
▽
応
急
食
糧
炊
き
出
し
訓

練
▽
林
野
火
災
防
御
訓
練
▽
救
出
救

助
訓
練
│
│
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
が
対
象
と
な
る
の

は
津
波
避
難
訓
練
で
す
。
七
日
、
午

前
五
時
四
十
五
分
に
訓
練
津
波
警
報

と
同
時
に
避
難
命
令
が
、
防
災
行
政

無
線
を
通
じ
て
発
令
さ
れ
ま
す
の
で
、

速
や
か
に
近
く
の
避
難
場
所
へ
逃
げ

て
く
だ
さ
い
。

昨
年
の
避
難
訓
練
の
参
加
者
は
、

千
三
百
五
十
人
。
避
難
対
象
地
区
の

全
体
の
参
加
率
は
二
〇
・
〇
％
と
依

然
と
し
て
低
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
、
実
際

に
津
波
が
襲
来
し
た
と
き
に
、
大
惨

事
を
招
き
か
ね
ま
せ
ん
。

今
年
五
月
に
は
、
三
陸
南
地
震
が

発
生
し
、
本
町
で
震
度
５
弱
を
記
録

し
ま
し
た
。
幸
い
津
波
は
発
生
し
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
最
近
地
震
が
頻
発

し
て
い
る
だ
け
に
、
い
つ
津
波
が
発

生
し
て
も
お
か
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

日
ご
ろ
か
ら
地
震
や
津
波
に
対
す
る

防
災
意
識
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
と

て
も
重
要
で
す
。

訓
練
は
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
適

切
に
対
処
で
き
る
行
動
力
を
身
に
付

け
る
た
め
行
う
も
の
で
す
。
万
が
一

の
災
害
に
備
え
て
、
家
族
み
ん
な
で

訓
練
に
参
加
し
、
避
難
経
路
を
確
認

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
津
波

を
知
ら
な
い
世
代
に
し
っ
か
り
と
津

波
の
恐
ろ
し
さ
を
伝
え
る
な
ど
、
家

族
で
防
災
に
つ
い
て
話
し
合
う
機
会

に
し
た
い
も
の
で
す
。
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こんな災害を想定します
�想定� ９月７日午前５時半、釜石沖およそ200㌔
を震源とするマグニチュード8.0、震度６（弱）の大
地震が発生した。この地震により、発生30分後に波高
４～６㍍の津波が襲来し、大規模な災害発生の恐れが
強い。地震により送電系統が故障し停電となり、テレ
ビ、ラジオ、電話からの情報確保が困難となる。民家
では、てんぷらなべに火が入り、また飛散した油に引
火して延焼拡大する恐れがある。
�想定� ９月７日午前６時45分、県全域に乾燥注意
報が発令されている折、山田中学校付近の山林から出
火した。この林野火災は延焼拡大する恐れがあるので、
町地域防災計画により自衛隊の災害派遣を要請する。

◆
大
沢

ふ
る
さ
と
セ

ン
タ
ー
、
魚
賀
波
間

神
社
、
大
沢
小
学
校
、

八
幡
宮
、
切
り
通
し
、

大
沢
林
道
、
袴
田
裏

山
、
南
陽
寺

◆
山
田

山
田
北
小
学

校
、
善
慶
寺
、
お
寺

山
、
後
楽
墓
地
、
山

田
町
第
一
保
育
所
、

中
央
公
民
館
、
中
央

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
山
田
第

二
保
育
所
、
山
田
八
幡
宮
、
山
田

病
院
前
、
山
田
南
小
学
校
、
さ
く

ら
幼
稚
園
、
児
童
公
園
、
図
書
館
、

飯
岡
防
災
セ
ン
タ
ー

◆
山
田
・
織
笠

三
本
小
松
、
町
民

グ
ラ
ウ
ン
ド
、
山
田
中
学
校
、
山

田
中
学
校
北
側
線
、
山
田
体
育
館

◆
織
笠

織
笠
小
学
校
、
織
笠
保
育

園
、
織
笠
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
、
跡
浜
裏
山
、
舘

◆
船
越

船
越
防
災
セ
ン
タ
ー
、
船

越
保
育
園
、
船
越
小
学
校
、
Ｂ
＆

Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
、
山
の
内
生
活

改
善
セ
ン
タ
ー

◆
田
の
浜

八
幡
宮
、
旧
田
の
浜
保

育
園
、
壇
の
洞
墓
地
、
早
川
山
、

新
宅
地
、
瑞
然
寺
、
船
越
漁
村
セ

ン
タ
ー

◆
大
浦

大
浦
小
学
校
、
大
浦
漁
村

セ
ン
タ
ー
、
大
浦
保
育
園
、
霞
露

ケ
岳
神
社
、
秀
全
堂
、
林
道
大
浦

線
、
小
谷
鳥
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー 津

波
避
難
訓
練
終
了
後
の
午
前
六

時
四
十
五
分
か
ら
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
、
山
林
か
ら
出
火
し
強
風
の
た
め

付
近
の
民
家
に
延
焼
拡
大
す
る
恐
れ

が
あ
る
と
い
う
想
定
で
、
林
野
火
災

防
御
訓
練
が
消
防
団
や
航
空
自
衛
隊

に
よ
り
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
航
空

自
衛
隊
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
負
傷

者
の
救
出
救
助
訓
練
や
田
の
浜
婦
人

消
防
協
力
隊
に
よ
る
初
期
消
火
訓
練

も
行
わ
れ
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
の

観
覧
を
お
願
い
し
ま
す
。

昭
和
三
十
五
年
の
チ
リ
地
震
津
波
の
惨
状
（
織
笠
地
区
）

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
林
野

火
災
防
御
訓
練
行
い
ま
す



【４】

式
に
は
、
上
山
田
町
か
ら
小
山
立

町
長
、
小
宮
山
啓
一
町
議
会
議
長
、

若
林
民
雄
収
入
役
、
山
崎
寛
茂
教
育

長
、
高
橋
康
二
総
務
課
長
ら
六
人
、

本
町
か
ら
沼
崎
喜
一
町
長
、
佐
々
木

良
一
町
議
会
議
長
、
松
尾
光
信
教
育

長
、
川
村
永
爾
総
務
課
長
ら
五
人
が

出
席
し
ま
し
た
。

終
結
確
認
書
の
署
名
に
先
立
ち
、

小
山
町
長
が
「
合
併
に
よ
り
上
山
田

町
と
い
う
名
称
が
無
く
な
る
た
め
、

姉
妹
都
市
関
係
の
終
結
を
申
し
入
れ

た
と
こ
ろ
誠
意
あ
る
対
応
を
い
た
だ

き
、
本
日
、
終
結
確
認
式
を
執
り
行

う
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
岩
手
県
山

田
町
と
の
十
八
年
に
わ
た
る
交
流
は
、

児
童
生
徒
の
相
互
交
流
を
は
じ
め
産

業
や
自
治
会
、
議
会
関
係
で
多
く
の

成
果
を
挙
げ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の

長
い
交
流
に
心
か
ら
感
謝
し
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
。
こ
れ
に
対
し
、
沼
崎

町
長
は
「
時
代
の
流
れ
の
中
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
新
た
な
方
向
性
を
選
択
す

る
こ
と
と
な
り
、
姉
妹
都
市
関
係
は

い
っ
た
ん
ご
縁
が
切
れ
ま
す
が
、
十

八
年
間
で
築
か
れ
た
友
情
の
き
ず
な

は
消
滅
し
ま
せ
ん
。
い
ろ
い
ろ
な
機

会
で
お
会
い
す
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

終
結
確
認
書
に
そ
れ
ぞ
れ
署
名
し
交

換
。
八
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
、
姉

妹
都
市
関
係
を
発
展
的
に
終
結
す
る

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

姉
妹
都
市
関
係
は
、
本
町
が
合
併

三
十
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、

全
国
の
「
山
田
」
の
付
く
町
に
呼
び

か
け
、
長
野
県
上
山
田
町
と
千
葉
県

山
田
町
が
応
じ
、
昭
和
六
十
年
十
月

二
十
日
に
締
結
。
児
童
生
徒
の
相
互

訪
問
や
物
産
交
流
な
ど
を
通
じ
、
十

八
年
に
わ
た
り
歴
史
を
刻
ん
で
き
ま

し
た
。
今
回
、
上
山
田
町
と
し
て
の

自
治
体
間
の
姉
妹
交
流
関
係
は
終
結

し
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
築
い
て
き

た
友
好
の
き
ず
な
を
大
切
に
し
、
今

後
も
民
間
レ
ベ
ル
で
の
人
と
人
と
の

交
流
が
続
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

長
野
県
上
山
田
町
と
本
町
の
姉
妹
都
市
終
結
確
認
式
が
八
月
七

日
、
上
山
田
町
役
場
で
開
か
れ
、
八
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
、
姉
妹

都
市
を
発
展
的
に
終
結
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
上
山
田
町
が

九
月
一
日
に
、
更
埴
市
、
戸
倉
町
と
合
併
し
て
千
曲
市
に
な
り
、
縁

結
び
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
「
山
田
」
の
名
が
消
え
る
こ
と
か
ら
行

わ
れ
た
も
の
で
、
小
山
立
上
山
田
町
長
と
沼
崎
喜
一
町
長
が
終
結
確

認
書
に
署
名
。
十
八
年
間
の
交
流
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

姉
妹
都
市
を
発
展
的
に
終
結

18
年
間
の
交
流
に
幕
を
閉
じ
る

自
分
が
生
ま
れ
る
前
か
ら
続
い
て

い
る
姉
妹
都
市
交
流
が
無
く
な
る
の

は
残
念
で
す
。
昨
年
、
交
流
会
で
岩

手
の
山
田
を
訪
れ
た
時
、
長
野
に
は

無
い
海
が
あ
り
、
町
並
み
が
美
し

か
っ
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。
姉
妹

都
市
関
係
は
終
結
し
ま
し
た
が
、
交

流
会
で
知
り
合
っ
た
友
人
と
の
交
流

は
今
後
も
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

宮 下 信 吾君
（長野県・戸倉上山田中１年）

今
年
の
交
流
会
で
上
山
田
町
を
訪

問
し
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
ど

で
た
く
さ
ん
の
友
達
が
で
き
、
と
て

も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
交
流
会
は

私
た
ち
で
最
後
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
長
野
の
友
達
と
は
手
紙
の

交
換
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。
そ

し
て
、
い
つ
か
生
ま
れ
変
わ
っ
た
千

曲
市
で
友
達
に
会
い
た
い
で
す
。

川 石 優 美さん
（山田北小６年）

姉
妹
都
市
終
結
に
寄
せ
て

姉妹都市終結確認書を交わし、握手する小山
立・上山田町長（左）と沼崎喜一町長（右）



一
　
般
　
向
　
け

高
齢
者
向
け

中
所
得

者
向
け

種
類

タイプ
（面積）

間　　　　取　　　　り 戸数

【５】

中
所
得
者
用
備
え
た
Ｂ
棟
が
完
成

快
適
な
居
住
空
間
を
実
現

平
成
十
三
年
度
に
始
ま
っ
た
町
営
住
宅
柳
沢
団
地

の
建
て
替
え
事
業
。
昨
年
三
月
に
完
成
し
た
Ａ
棟
に

続
き
、
こ
の
ほ
ど
Ｂ
棟
が
完
成
し
ま
し
た
。
Ｂ
棟
に

は
高
齢
者
向
け
住
宅
や
中
所
得
者
向
け
住
宅
を
含
む

二
十
一
戸
を
整
備
。
建
て
替
え
前
と
比
べ
一
住
宅
の

部
屋
数
が
増
え
、
居
住
面
積
も
広
く
な
る
な
ど
快
適

な
居
住
空
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
営
住
宅
柳
沢
団
地
Ｂ
棟
は
、
解

体
さ
れ
た
旧
柳
沢
団
地
敷
地
内
の
Ａ

棟
の
南
側
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
構

造
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
三
階

建
て
で
、
延
べ
床
面
積
が
千
五
百
九

平
方
�
。
建
設
工
事
費
は
約
三
億
三

千
六
百
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｂ
棟
に
は
、
タ
イ
プ
別
に
一
般
向

け
住
宅
を
十
二
戸
、
高
齢
者
向
け
住

宅
を
六
戸
、
中
所
得
者
向
け
住
宅
を

三
戸
、
合
わ
せ
て
二
十
一
戸
を
整
備
。

一
戸
当
た
り
の
居
住
面
積
は
五
十
七

―
七
十
四
平
方
�
で
、
建
て
替
え
前

と
比
べ
約
二
倍
の
広
さ
と
な
り
、
居

住
空
間
も
快
適
な
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。

中
所
得
者
向
け
住
宅
は
、
今
回
新

た
に
整
備
さ
れ
た
も
の
で
、
中
所
得

者
層
（
月
額
所
得
二
十
万
円
〜
六
十

万
千
円
）
対
象
の
特
定
公
共
賃
貸
住

宅
で
す
。

高
齢
者
向
け
住
宅

は
高
齢
者
世
話
付
住

宅
で
あ
り
、
Ａ
棟
と

同
様
に
高
齢
者
単
身

用
と
高
齢
者
世
帯
用

の
二
つ
の
タ
イ
プ
が

配
置
さ
れ
ま
し
た
。

い
ず
れ
の
タ
イ
プ
も
、

敷
居
や
玄
関
な
ど
に

段
差
の
無
い
バ
リ
ア

フ
リ
ー
構
造
に
な
っ
て
い
て
、
玄
関

と
ト
イ
レ
、
浴
室
に
は
手
す
り
を
設

置
。
高
齢
者
に
優
し
い
設
備
が
整
え

ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
居
住
者
の
安
否
確
認
や
緊

急
時
の
対
応
な
ど
の
た
め
、
室
内
に

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
装
置
が
導
入
さ

れ
た
ほ
か
、
一
定
時
間
、
水
の
使
用

が
無
か
っ
た
場
合
な
ど
に
異
常
を
知

ら
せ
る
水
生
活
セ
ン
サ
ー
も
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。

所
が
来
年
三
月
に
完
成
予
定
で
す
。

同
集
会
所
は
高
齢
者
生
活
相
談
所
を

兼
ね
た
施
設
で
、
普
段
は
ラ
イ
フ
サ

ポ
ー
ト
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
生
活
援
助

員
）
が
常
駐
し
、
高
齢
者
世
話
付
住

宅
に
入
居
し
て
い
る
方
の
よ
き
隣
人

と
し
て
自
立
生
活
の
援
助
な
ど
を
行

い
ま
す
。

ま
た
、
同
施
設
に
は
緊
急
通
報
表

示
盤
な
ど
が
設
置
さ
れ
ま
す
。
緊
急

通
報
シ
ス
テ
ム
や
水
生
活
セ
ン
サ
ー

を
通
じ
て
通
報
な
ど
が
あ
っ
た
場

合
、
日
中
は
生
活
援
助
員
が
対
応
。

生
活
援
助
員
が
不
在
に
な
る
夜
間
と

土
・
日
曜
日
は
、
専
用
回
線
で
結
ば

れ
て
い
る
町
社
会
福
祉
協
議
会
が
対

応
に
当
た
り
ま
す
。

建て替え事業

団
地
内
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
場
と
な
る
柳
沢
団
地
集
会

高
齢
者
相
談
所
兼
ね
た

集
会
所
を
本
年
度
建
設

Aタイプ
57.34㎡

台所・食堂、和室 8畳、和室 6畳、水洗
トイレ、洗面所、浴室

6

B1タイプ
65.32㎡

台所・食堂、和室 6畳× 2、洋室（10.5
㎡）、水洗トイレ、洗面所、浴室

4

B2タイプ
65.32㎡

台所・食堂、和室6畳、洋室（10.5㎡）、洋
室（10.8㎡）、水洗トイレ、洗面所、浴室

2

Cタイプ
57.34㎡

台所・食堂兼居間、和室8畳、水洗トイ
レ、洗面所、浴室　　 高齢者単身向け

3

Dタイプ
65.32㎡

台所・食堂、和室8.5畳×2、水洗トイレ、
洗面所、浴室　　　 高齢者世帯向け

3

Fタイプ
74.87㎡

台所・食堂、和室 8畳、和室 6畳、洋室
（10.5㎡）、水洗トイレ、洗面所、浴室

3

�柳沢団地B棟の整備概要（間取り・戸数）

今回新たに整備された中所得者向け住宅今回新たに整備された中所得者向け住宅今回新たに整備された中所得者向け住宅今回新たに整備された中所得者向け住宅今回新たに整備された中所得者向け住宅今回新たに整備された中所得者向け住宅今回新たに整備された中所得者向け住宅今回新たに整備された中所得者向け住宅今回新たに整備された中所得者向け住宅今回新たに整備された中所得者向け住宅今回新たに整備された中所得者向け住宅今回新たに整備された中所得者向け住宅今回新たに整備された中所得者向け住宅今回新たに整備された中所得者向け住宅今回新たに整備された中所得者向け住宅今回新たに整備された中所得者向け住宅今回新たに整備された中所得者向け住宅

Ａ棟の南側に建設されたＢ棟。
21戸の住宅が整備されました
Ａ棟の南側に建設されたＢ棟。
21戸の住宅が整備されました
Ａ棟の南側に建設されたＢ棟。
21戸の住宅が整備されました
Ａ棟の南側に建設されたＢ棟。
21戸の住宅が整備されました
Ａ棟の南側に建設されたＢ棟。
21戸の住宅が整備されました
Ａ棟の南側に建設されたＢ棟。
21戸の住宅が整備されました
Ａ棟の南側に建設されたＢ棟。
21戸の住宅が整備されました
Ａ棟の南側に建設されたＢ棟。
21戸の住宅が整備されました
Ａ棟の南側に建設されたＢ棟。
21戸の住宅が整備されました
Ａ棟の南側に建設されたＢ棟。
21戸の住宅が整備されました
Ａ棟の南側に建設されたＢ棟。
21戸の住宅が整備されました
Ａ棟の南側に建設されたＢ棟。
21戸の住宅が整備されました
Ａ棟の南側に建設されたＢ棟。
21戸の住宅が整備されました
Ａ棟の南側に建設されたＢ棟。
21戸の住宅が整備されました
Ａ棟の南側に建設されたＢ棟。
21戸の住宅が整備されました
Ａ棟の南側に建設されたＢ棟。
21戸の住宅が整備されました
Ａ棟の南側に建設されたＢ棟。
21戸の住宅が整備されました



【６】

山
田
八
幡
宮
、
大
杉
神
社
の

両
例
大
祭
の
た
め
、
国
道
45
号

の
交
通
規
制
が
行
わ
れ
ま
す
。

ご
不
便
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

▽
場
所
　
国
道
45
号
（
日
本
生

命
前
交
差
点
〜
山
田
郵
便
局

前
）

▽
規
制
日
時
　
九
月
十
四
日
…

午
前
十
時
半
〜
午
後
一
時
、

十
五
日
…
午
後
一
時
半
〜
三

時
半
、
午
後
八
時
〜
九
時

※
十
五
日
の
午
後
八
時
か
ら
九

時
ま
で
は
、
日
本
生
命
前
交

差
点
か
ら
山
田
交
番
前
ま
で

の
区
間
が
通
行
止
め
に
な
り

ま
す
。

▽
規
制
内
容
　
時
間
帯
全
面
通

行
止
め

※
十
四
日
の
午
後
二
時
か
ら
九

時
ま
で
、
川
向
町
の
「
キ
ッ

チ
ン
ハ
ウ
ス
き
た
ろ
う
」
前

の
道
路
も
通
行
止
め
に
な
り

ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
　
山
田
の
魅
力

発
信
事
業
実
行
委
員
会
事
務

局
（
山
田
町
商
工
会
内
�
八

二
│
二
五
一
五
）
へ
ど
う
ぞ
。

金
婚
式
も
同
時
開
催
で
す

九
月
十
五
日
の
「
敬
老
の
日
」
に

ち
な
み
、
お
年
寄
り
の
方
々
に
感
謝

と
敬
意
を
表
し
、
長
寿
を
祝
う
敬
老

会
（
町
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
）

が
開
か
れ
ま
す
。
今
年
は
九
月
二
十

二
日
に
各
地
区（
左
表
の
と
お
り
）で

開
催
し
ま
す
。
山
田
地
区
は
年
齢
別

に
午
前
、
午
後
に
分
け
て
開
催
し
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

対
象
者
は
、
七
十
五
歳
以
上
（
昭

和
四
年
四
月
一
日
以
前
生
ま
れ
）
の

方
々
で
平
成
十
五
年
八
月
一
日
現
在
、

二
千
六
百
五
十
三
人
と
な
っ
て
い
ま

す
。
会
場
で
は
各
地
区
の
保
育
園
や

小
学
校
、
婦
人
会
な
ど
の
皆
さ
ん
に

よ
る
楽
し
い
催
し
物
が
用
意
さ
れ
て

い
ま
す
。
対
象
と
な
る
方
は
、
ぜ
ひ

会
場
へ
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

※
各
地
区
で
お
土
産
が
準
備
さ
れ
ま

す
の
で
、
都
合
に
よ
り
本
人
が
出

席
で
き
な
い
場
合
は
、
代
理
の
方

が
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

結
婚
50
年
の
ご
夫
婦
は
出
席
を

今
年
も
金
婚
式
を
同
時
に
開
催
し

ま
す
。
会
場
で
は
結
婚
し
て
か
ら
五

十
年
、
苦
楽
を
共
に
し
な
が
ら
社
会

発
展
に
尽
力
さ
れ
た
ご
夫
婦
を
招
待

し
祝
い
ま
す
。
対
象
と
な
る
ご
夫
婦

に
は
、
民
生
児
童
委
員
を
通
じ
案
内

通
知
を
お
送
り
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご

来
場
く
だ
さ
い
。
対
象
と
な
る
ご
夫

婦
は
次
に
該
当
す
る
方
で
す
。

▽
金
婚
式
の
参
加
資
格
　
平
成
十
五

年
四
月
一
日
現
在
で
夫
婦
ま
た
は

ど
ち
ら
か
の
住
所
が
本
町
に
あ
る

次
の
人
で
、
平
成
十
四
年
度
ま
で

の
招
待
者
を
除
き
ま
す
。

・
昭
和
二
十
八
年
十
二
月
三
十
一
日

以
前
に
婚
姻
の
届
け
出
を
し
て
い

る
・
婚
姻
の
届
け
出
が
遅
れ
た
夫
婦
で
、

昭
和
二
十
九
年
十
月
三
十
一
日
ま

で
に
第
一
子
が
生
ま
れ
て
い
る

▽
問
い
合
わ
せ
　
役
場
保
健
福
祉
課

（
�
八
二
│
三
一
一
一
内
線
一
六

四
）
ま
で
ど
う
ぞ
。

75歳以上の2,653人が対象

荒　川

豊間根

大　沢
山　　田
80歳以上

山　　田
75歳～79歳

織　笠

船　越

田の浜

大　浦

地　区 期 日 時　　間 場　　　　所

9月22日�

午前10時～

午後 1 時～

午前10時～

〃

午後1時半～

午前10時～

午後 1 時～

午前10時～

午後 1 時～

荒 川 小 体 育 館

豊 間 根 小 体 育 館

大 沢 小 体 育 館

中央公民館小ホール

〃

織 笠 小 体 育 館

船越防災センター

船越漁村センター

大浦漁村センター

�敬老会の日程

9月22日は

昨年の山田地区での敬老会

秋
祭
り
巡
行
の
た
め

時
間
帯
通
行
止
め
に



【７】

「
自
然
が
い
っ
ぱ
い
で

優
し
い
人
た
ち
。
山
田
は

と
っ
て
も
い
い
と
こ
ろ
で

す
」
と
町
の
印
象
を
語
る

レ
べ
ッ
カ
さ
ん
。
八
月
末

か
ら
本
町
十
一
人
目
の
教

育
委
員
会
外
国
語
指
導
助

手
と
し
て
教
壇
に
立
っ
て

い
ま
す
。「
子
供
た
ち
は

少
し
シ
ャ
イ
だ
け
ど
、
い

つ
も
笑
顔
で
接
し
て
く
れ

ま
す
」と
、
山
田
で
の
生
活

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

大
学
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学
を
専
攻
。
将
来

回
ぐ
ら
い
は
で
き
る
そ
う
で
す
。
ほ

か
に
も
音
楽
や
料
理
な
ど
多
く
の
趣

味
を
持
つ
レ
ベ
ッ
カ
さ
ん
。
日
本
料

理
が
大
好
き
で
、
中
で
も
焼
き
鳥
と

す
し
が
好
物
と
か
…
。

「
日
本
は
初
め
て
で
、
日
本
語
が

ま
だ
う
ま
く
話
せ
ま
せ
ん
が
、
皆
さ

ん
と
の
交
流
を
通
じ
て
異
国
の
歴
史

や
文
化
な
ど
多
く
の
こ
と
を
学
び
た

い
で
す
」
と
意
欲
満
々
で
す
。

最
後
に
町
民
の
皆
さ
ん
へ
一
言
を

お
願
い
す
る
と
「
山
田
の
皆
さ
ん
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
日
本

語
で
し
っ
か
り
応
え
て
く
れ
ま
し
た
。

学
時
代
に
は
キ
ャ
プ

テ
ン
を
務
め
る
な
ど

大
活
躍
。
ボ
ー
ル
リ

フ
テ
ィ
ン
グ
が
二
百

は
英
語
の
教
師
を
目
指
し
ま
す
。
山

田
の
生
徒
に
は
、
文
化
の
違
い
は
あ

る
け
れ
ど
、
英
語
が
お
も
し
ろ
い
と

い
う
こ
と
を
ぜ
ひ
伝
え
て
い
き
た
い

と
話
し
ま
す
。

出
身
地
は
、
カ
ナ
ダ
の
オ
ン
タ
リ

オ
州
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
市
。「
た
く
さ

ん
の
湖
や
森
、
丘
が
あ
っ
て
自
然
豊

か
な
と
こ
ろ
は
、
山
田
に
よ
く
似
て

い
ま
す
。
山
田
湾
は
地
元
の
湖
を
小

さ
く
し
た
感
じ
で
、
親
し
み
が
持
て

ま
す
」
と
古
里
に
つ
い
て
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

趣
味
は
ス
ポ
ー
ツ
、
特
に
四
歳
か

ら
始
め
た
サ
ッ
カ
ー
が
得
意
で
、
大

異
国
の
歴
史
や
文
化
学
び
た
い

本町１１人目の教育委員会外国語指導助手
レベッカ・メイ・カルダーさん

（カナダ出身・２４歳）

場登民町
�

県
教
育
弘
済
会
主
催
の
「
第
十
八

回
い
わ
て
文
集
ま
つ
り
」
の
一
般
の

部
で
、
山
田
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

（
大
杉
繁
雄
会
長
）
な
ど
が
発
刊
し

た
「
や
ま
だ
の
作
文
第
三
十
一
集
」

が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

同
文
集
ま
つ
り
の
一
般
の
部
に
は
、

県
内
か
ら
十
六
作
品
の
応
募
が
あ
り
、

同
ク
ラ
ブ
は
、
今
回
初
め
て
応
募
し

同
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

同
作
文
第
三
十
一
集
は
、
同
ク
ラ

ブ
が
町
教
育
研
究
協
議
会
国
語
部
会

な
ど
と
共
催
で
、
昨
年
度
に
発
刊
し

た
も
の
で
、
Ｂ
５
判
、
六
十
七
�
。

町
内
の
小
中
学
生
か
ら
応
募
の
あ
っ

た
作
文
の
中
か
ら
入
賞
し
た
作
品
を

載
せ
た
も
の
で
、
小
学
生
二
十
九
人
、

中
学
生
十
九
人
の
作
文
が
つ
づ
ら
れ

て
い
ま
す
。
作
文
の
テ
ー
マ
は
自
由

で
、
身
近
に
感
じ
た
こ
と
や
思
っ
た

こ
と
な
ど
を
素
直
に
文
章
で
表
現
。

ど
の
作
文
も
文
章
力
や
描
写
力
、
構

成
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

同
ク
ラ
ブ
は
地
域
社
会
へ
の
奉
仕

活
動
の
一
環
で
、
昭
和
四
十
八
年
に

「
交
通
安
全
の
作
文
」
と
し
て
第
一
集

を
発
刊
。
以
来
、
学
校
の
統
廃
合
や

テ
ー
マ
の
自
由
化
な
ど
幾
多
の
変
遷

を
た
ど
り
な
が
ら
、
青
少
年
の
健
全

育
成
活
動
と
し
て
発
刊
を
続
け
て
き

ま
し
た
。
今
回
の
受
賞
は
そ
の
長
年

に
わ
た
る
活
動
が
大
き
く
認
め
ら
れ

た
も
の
で
す
。

受
賞
に
つ
い
て
会
員
の
皆
さ
ん
は

「
作
文
を
通
じ
て
子
供
た
ち
が
心
豊

か
に
成
長
す
る
こ
と
を
願
い
、
今
後

も
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
」

と
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

賞状と盾を手にする山田ロータリークラブの大
杉繁雄会長（右）と昆常治・新世代奉仕委員長（左）

山田ＲＣの�やまだの作文�

いわて文集まつりで最優秀賞
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★
得
意
な
ス
ポ
ー
ツ
は

サ
ー
フ
ィ
ン
で
す
。
夏
は
い
い
波

を
求
め
て
、
浪
板
海
岸
で
夜
明
け
を

待
ち
ま
す
。
波
が
良
け
れ
ば
出
勤
前

や
仕
事
を
終
え
た
夕
方
も
乗
り
ま
す
。

★
自
分
自
身
を
一
言
で
い
え
ば

人
情
に
厚
い
人
間
で
す
。
風
ぼ
う

に
似
合
わ
ず
古
風
だ
と
言
わ
れ
ま
す
。

★
今
後
の
抱
負

昨
年
消
防
団
に
入
団
し
、
水
門
の

掃
除
や
防
火
活
動
な
ど
を
し
て
い
ま

す
。
地
域
の
防
災
意
識
を
高
め
る
た

め
頑
張
っ
て
い
る
先
輩
団
員
か
ら
学

ぶ
も
の
が
多
く
、
自
分
も
見
習
っ
て

今
後
も
活
動
を
続
け
る
つ
も
り
で
す
。

夏
は
サ
ー
フ
ィ
ン
が
最
高
で
す

★
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
か

宮
古
市
の
水
産
加
工
会
社
に
勤
め

て
五
年
目
に
な
り
ま
す
。
サ
ン
マ
や

サ
ケ
、
イ
ク
ラ
な
ど
魚
介
類
の
製
造

加
工
と
出
荷
作
業
な
ど
が
主
な
仕
事

で
す
。

★
仕
事
で
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は

作
業
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
た
め
、

常
に
周
り
を
見
渡
し
な
が
ら
次
の
作

業
を
考
え
、
先
輩
に
指
示
さ
れ
る
前

に
行
動
す
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。

山　田　宜
よし

幸
ゆき

さん
（長崎・22歳）

て
い
き
ま
し
た
。
だ
れ
か
の
霊
で
は

な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

甲
斐
谷
セ
チ
（
八
幡
町
・
88
歳
）

あ
き
れ
は
て

梅
雨
の
空
に
光
無
し

O
藤
菊
實
（
荒
川
・
75
歳
）

長
雨
に
草
生
ひ
被
り
し
奥
津
城
を

暁
早
く
拂
い
清
む
る

佐
藤
美
栄
子
（
大
沢
・
82
歳
）

夕
ぐ
れ
に

宙
に
舞
い
浮
く
秋
あ
か
ね

道
化
師
（
荒
川
・
？
歳
）

雨
寒
し
土
用
の
丑
に
湯
め
ぐ
り
は

ス
ト
ー
ブ
　
ポ
ツ
ン

ひ
と
り
に
ら
め
っ
こ

古
藤
野
強
（
豊
間
根
・
78
歳
）

名
も
無
く
て

欲
も
無
け
れ
ど
人
生
は

思
い
は
同
じ
ピ
ン
ピ
ン
バ
タ
ン

中
山
明
文
（
船
越
・
77
歳
）

先
達
の
築
き
し
家
族
旅
行
村

い
ま
瞑
想
の
木
々
に
包
ま
る

陽
子
（
織
笠
・
65
歳
）

数
夛
人
集
い
天
人
を
招
き
あ
い

語
り
告
げ
あ
ふ
恐
山
か
な

千
代
川
貞
（
大
沢
・
77
歳
）

忽
然
と
秋
の
風
に
て
孫
達
と

夏
お
し
み
け
り
晴
れ
間
の
海
よ

大
町
テ
イ
子
（
大
沢
・
？
歳
）

は
る
か
太
平
洋
上
で

思
い
浮
か
べ
る
事
は

女
房
の
顔
ば
か
り
か
な

山
�
泰
司
（
船
越
・
57
歳
）

セ
ン
サ
ー
の

明
る
く
と
も
る
門
燈
の

人
影
も
な
く
猫
の
た
た
ず
む

菊
地
サ
カ
ヱ
（
織
笠
・
68
歳
）

金子竜。（14） 沼�信明（15）
山内菜緒（９） おのはるな（４）

みなとゆきみ（７） リンクる（14）

ガブリエル（14）佐藤恵美子（９）

ミカンボウヤ（？） 福士彩香（10） 闇ノ暁（12） ジョニー☆（12）

佐々木沙和子（６） 山�茜（10）

ＰＥＳ（？）

平石o（９）

山崎克拓（８）

しんちゃん（９）

や
ま
う
ち
め
い（
６
）

投
書

ど
ん
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。

ど
し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

昨
年
、
大
浦
の
実
話
が
書
か
れ
た

本
が
出
版
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
で

図
書
館
に
行
き
、
著
者
遠
藤
公
男
さ

ん
の
「
帰
ら
ぬ
オ
オ
ワ
シ
」
を
借
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
友
達
に
誘
わ
れ

て
大
浦
の
漉
磯
七
兵
衛
さ
ん
の
住
居

や
墓
地
を
見
て
回
り
ま
し
た
。

今
年
は
、
関
口
神
社
の
奥
宮
を
友

達
と
片
道
一
時
間
半
掛
け
て
訪
ね
て

み
ま
し
た
。
初
め
て
の
道
で
分
か
ら

ず
、
途
中
で
戻
ろ
う
と
し
ま
し
た
が
、

ぜ
ひ
こ
の
目
で
見
て
み
た
い
と
い
う

山
田
の
魅
力
ぜ
ひ
教
え
て

さとうななちゃん
（関口児童館・６歳）

【８】【９】
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今月のフレッシュマン

思
い
で
、
あ
き
ら
め
ず
に
進
む
こ
と

に
し
ま
し
た
。
赤
い
橋
の
欄
干
が
見

え
た
時
は
、「
あ
っ
た
」
と
一
目
散
に

走
り
出
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
山
田

に
こ
ん
な
良
い
所
が
あ
る
な
ん
て
…
。

新
緑
も
い
い
け
れ
ど
紅
葉
も
素
晴
ら

し
い
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
し
た
。

人
の
話
で
は
、
こ
こ
か
ら
見
る
満

天
の
星
が
き
れ
い
だ
と
か
、
冬
に
行

く
と
雪
の
上
に
ウ
サ
ギ
な
ど
の
足
跡

が
点
々
と
続
い
て
い
る
と
か
…
。
そ

し
て
あ
の
奥
宮
の
洞
穴
が
大
槌
ま
で

続
い
て
い
る
と
か
…
。
本
当
で
し
ょ

う
か
。
こ
の
疑
問
に
つ
い
て
だ
れ
か

教
え
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
か
ら
山
田

に
素
晴
ら
し
い
所
が
あ
っ
た
ら
ぜ
ひ

教
え
て
く
だ
さ
い
。

黒
澤
頼
江
（
船
越
・
？
歳
）

町
職
員
の
幅
広
い
採
用
を

い
つ
も
楽
し
く
拝
見
し
て
お
り
ま

す
。
町
職
員
を
採
用
す
る
場
合
、
い

ろ
い
ろ
な
条
件
の
下
に
採
用
さ
れ
て

い
る
と
思
い
ま
す
が
、
結
婚
し
て
夫

婦
と
も
ど
も
同
一
職
場
で
働
く
こ
と

は
有
意
義
な
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
こ
ん
に
ち
の
日
本
経
済
を

取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
く
、
会
社
の

倒
産
や
リ
ス
ト
ラ
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
る
人
も
あ
る
と
聞
き
ま
す
。
ま

た
、
高
校
や
大
学
を
卒
業
し
て
も
就

職
難
で
あ
り
、
親
た
る
も
の
は
や
る

せ
な
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
の
こ
と

と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
町
職
員

同
士
が
結
婚
し
た
場
合
に
は
一
人
に

辞
め
て
い
た
だ
き
、
幅
広
く
採
用
さ

れ
る
こ
と
を
願
う
次
第
で
す
。

山
�
泰
司
（
船
越
・
57
歳
）

と
こ
ろ
て
ん
作
り
に
参
加

七
月
二
十
六
日
に
鯨
館
で
開
か
れ

た
、
と
こ
ろ
て
ん
作
り
に
参
加
し
ま

し
た
。
自
分
で
作
っ
た
フ
ル
ー
ツ
入

り
の
と
こ
ろ
て
ん
は
と
て
も
甘
く
て

お
い
し
か
っ
た
で
す
。

沼
崎
由
実
（
織
笠
・
10
歳
）

記
念
す
べ
き
広
報
八
〇
〇
号
の
表

紙
（
と
こ
ろ
て
ん
作
り
）
を
わ
た
し

の
子
供
が
飾
る
こ
と
が
で
き
、
う
れ

し
い
限
り
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

由
実
の
母
（
織
笠
・
？
歳
）

美
し
い
チ
ョ
ウ
が
部
屋
に

い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

お
盆
に
は
仏
様
た
ち
は
、
遠
い
道
の

り
の
た
め
夜
中
に
旅
立
っ
て
こ
ら
れ

る
よ
う
で
す
。

と
て
も
美
し
い
チ
ョ
ウ
で
し
た
│
。

横
た
わ
っ
て
い
る
わ
た
し
の
顔
の
上

で
、
と
て
も
き
れ
い
な
チ
ョ
ウ
が
物

言
い
た
げ
に
二
度
、
三
度
円
を
描
い

て
飛
び
回
り
、
さ
っ
と
窓
か
ら
去
っ

赤
ち
ゃ
ん
の
笑
顔
楽
し
み

広
報
八
〇
〇
号
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
い
つ
も
広
報
が
届
く
の
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
特
に
「
健

や
か
赤
ち
ゃ
ん
登
場
」
の
か
わ
い
い

笑
顔
を
見
る
と
、
こ
ち
ら
ま
で
う
れ

し
く
な
り
ま
す
。

佐
藤
ナ
ミ
（
飯
岡
・
70
歳
）

◇
　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇

雑
草
の
光
り
輝
く
夜
つ
ゆ
か
な

佐
々
木
ヱ
ミ
子
（
飯
岡
・
？
歳
）

湊ゆうき（？）

プーさん（12）

小
林
亮
太（
６
）

七
夜
の
願
い
星（
10
）

田上ゆきの（12）

どうか、おねがいします。（13）

お

か
ぶ

お
く

つ

き

だ
つ

き
ず

め
い
そ
う

あ
ま

あ
ま

あ
か
つ
き



第31回町少年相撲選手権大会が8月24日、前須賀公園相
撲場で開かれました。大会には町内外のわんぱく力士77人
が参加。団体戦や個人戦に熱の入った取組を披露し、会場
に詰め掛けた相撲ファンを沸かせました。熱戦の結果、小
学校団体戦の男子は船越Ａ、女子は大浦小がそれぞれ栄冠
をつかみました。学年別個人戦の優勝者（本町関係）は次
の皆さんです。【男子】阿部尚貴（山田北小3年）、荒川平
（船小5年） 【女子】山内芽依（山田南小1年）、佐藤千
帆（山田北小3年）、山内菜緒（山田南小4年）〈敬称略〉

【１０】

山田北小の空き教室を利用した「山北ドキドキ歴史館」が
8月23日と24日、一般公開されました。郷土の歴史への関
心を高めてもらおうと開かれたもので、町内の遺跡から出
土した装飾品や土器など貴重な文化財200点が展示された
ほか、4年間にわたる遺跡詳細分布の調査成果が公開され
ました。中でも国内最長を誇る蕨

わらび

手
て

刀
とう

には、大勢の考古学
ファンなどが立ち止まり、係員の説明に耳を傾けながら興
味深げに見入るなど、古代山田に思いを巡らせていました。

「オランダ島の海中生物写真展」が7月26日から鯨と海
の科学館で開かれています。写真は海の環境保全を目的に
集まったダイバーのボランティア団体「ダイブネット宮古」
（山本敬久会長）の協力で、オランダ島周辺の水深8㍍の
海底に潜む生物を撮影したもの。展示室にはウミタナゴや
クラゲ、ヒトデなど約70点の写真が展示され、訪れた人
たちは普段見ることのできない海底の世界に関心を寄せて
いました。同写真展は9月28日まで開かれます。

鯨館で「海中生物の写真展」

海底の世界に関心寄せる

町少年相撲選手権大会

わんぱく力士が熱戦を展開

「山北ドキドキ歴史館」の公開

古代山田に思いを巡らす

今月の題字
太 田 茉 莉ちゃん
（山田北小3年）

7月31日から8月4日まで、ボーイスカウト横浜第58団
の団員ら62人が本町を訪問。同団の設立40周年を記念して
訪れたもので、ボーイスカウト山田第2団などと交流を深
めました。2日にはオランダ島で海洋スポーツ体験が行わ
れ、子供たちはカヌーを漕いだりバナナボートに乗ったり
するなど歓声を上げていました。養殖いかだ見学では、取
れたてのホタテやホヤをほおばり満足げな子供たち。潮風
を体いっぱいに浴びながら、夏の海を満喫していました。

8月24日、第18回波岡實杯争奪町民卓球大会が町立山
田体育館で開かれました。大会には町内各地区から6チー
ム33人の卓球愛好者らが参加。軽快なフットワークでラ
リーを展開したりスマッシュを決めたりするなど、さわや
かな汗を流していました。競技の結果、団体戦は山田東Ａ
チームが優勝しました。個人戦の優勝者は次の皆さんです。
【フリー】堀合剛夫【男子65歳未満】山口光男【同65歳以
上】赤坂満夫【女子50歳未満】松崎由美子【同65歳未満】
外Dサツ子【同65歳以上】白野悦子（敬称略）

山田の皆さん。どうぞよろしく──。8月28日、中国山東
省莱

らい

州
しゅう

市の水産加工研修生が山田漁港周辺の清掃活動を展
開しました。町民の皆さんへのあいさつの意味を込めて
行ったもので、p

すん

q
ふぉん

r
がぁ

さん（27歳）ら女性12人が奉仕に汗を
流しました。12人は協同組合シーテック（水産加工業者で
組織）の受け入れ事業の第6期生。来年7月まで町内二つ
の事業所で研修し、さらに研修希望者は1年間実習生とし
て加工技術や衛生管理などを学ぶ予定になっています。

【１１】

莱州市から
中国山東省 水産加工研修生12人が来町

あいさつの意味込め奉仕活動

波岡實杯町民卓球大会に33人

ラリーにさわやかな汗光る

ボーイスカウト横浜が来町

オランダ島で夏の海を満喫



【１２】

冷
夏
の
ま
ま
お
盆
が
過
ぎ
、

ぐ
ず
つ
い
た
天
候
が
続
い
て
二

十
日
盆
も
終
わ
り
ま
し
た
。
新

聞
は
東
北
地
方
の
冷
害
の
不
安

を
伝
え
て
い
ま
す
。
こ
の
コ
ラ

ム
で
は
三
年
続
け
て
冷
夏
の
こ

と
を
書
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
猛
暑
に
よ
る

犠
牲
者
が
出
た
よ
う
で
す
が
、

一
体
地
球
に
何
が
起
こ
っ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。
心
配
で
す
。

七
月
末
か
ら
八
月
四
日
ま

で
、
日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
横

浜
第
五
十
八
団
の
皆
さ
ん
、
引

率
者
を
含
め
六
十
数
名
が
当
町

に
滞
在
し
ま
し
た
。
私
が
昨
年

の「
ふ
る
里
山
田
同
郷
の
会
」総

会
に
出
席
し
た
際
、
高
校
時
代

の
同
級
生
か
ら
紹
介
さ
れ
実
現

し
た
も
の
で
、
山
田
の
大
自
然

と
人
情
を
十
分
に
味
わ
っ
て
い

た
だ
い
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

特
に
、
オ
ラ
ン
ダ
島
で
の
体
験

は
強
く
印
象
に
残
っ
た
よ
う
で

す
。
団
員
長
の
方
が
、
今
度
は

家
族
で
必
ず
訪
問
し
ま
す
│
│

と
私
に
約
束
し
て
帰
り
ま
し
た
。

山
田
町
の
応
援
団
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
、
ま
た
増
え
た
と
思

い
ま
す
。

山
田
町
長
　
沼
崎
喜
一

町
長
室
か
ら

荒
川
氏
は
、

幕
府
の
キ
リ
シ

タ
ン
迫
害
か
ら

逃
れ
、
相
模
の

国
か
ら
荒
川
村

に
落
ち
来
た
と

い
わ
れ
る
。

初
代
政
近
、

二
代
政
定
で
、

三
代
政ま

さ

矩の
り

の
時
、

荒
川
村
の
隠
れ

キ
リ
シ
タ
ン
が

発
覚
し
、
寛
永

二
十
年
（
一
六

四
三
）
か
ら
翌

年
に
か
け
て
、

政
矩
以
下
十
五

名
が
捕
ら
え
ら

れ
処
刑
さ
れ
た
。

こ
の
時
、
政
矩

の
子
、
四
代
政

栄
は
大
沢
に
逃
れ
、
代
々
荒
川
政

右
ェ
門
を
名
乗
っ
た
。

天
保
四
年
（
一
八
三
三
）

頃
、
盛
岡
の
画
人
沼
宮
内
蘭ら

ん

渓け
い

や
田
口
森
蔭
の
絵
の
模
写
、

葛
飾
北
斎
の
「
北
斎
漫
画
」、

尾
形
光
琳
の
「
光
琳
漫
画
」

な
ど
を
模
写
、
ま
た
、
浮
世

絵
に
挑
戦
、
画
人
川
口
月
嶺
、

丸
山
応
挙
な
ど
の
絵
を
模
写

し
た
。

天
保
九
年（
一
八
三
八
）幕

府
は
諸
藩
の
金
山
調
査
を
実

施
、
同
十
年
二
月
幕
府
役
人

渡
辺
角
太
夫
外
六
人
が
金
沢

田
浦
海
岸
之
図
」「
金
沢
村
絵
図
」
を

描
い
た
。
ま
た
、
山
田
を
は
じ
め
大

槌
や
釜
石
、
宮
古
か
ら
絵
の
注
文
を

受
け
、
蓬ほ

う

莱ら
い

絵
を
よ
く
描
い
た
。
屏び

ょ
う

風ぶ

絵
や
襖
絵
も
描
い
た
。
染
師
、
絵

師
と
し
て
安
定
し
た
藍
田
は
文
化
人

と
し
て
俳
諧
や
書
に
も
親
し
ん
だ
。

藍
田
は
『
金
沢
御
山
大
盛
之
図
』

（
金
沢
の
佐
々
木
家
、
岩
手
大
学
、

早
稲
田
大
学
、
東
京
大
学
工
学
部
に

所
蔵
）
を
は
じ
め
数
々
の
作
品
、
多

く
の
染
め
物
の
型
紙
を
遺
し
慶
応
元

年
（
一
八
六
五
）
没
し
た
。

業
の
営
業
権
を
入
手
、

そ
の
後
金
沢
村
に
移
り

住
ん
だ
。

安
政
四
年
（
一
八
五

七
）
頃
、
藍
田
は
大
槌

代
官
所
の
依
頼
で
「
山

金
山
を
訪
れ
た
。
こ
の
時
、
藍
田
の

描
い
た
「
金
沢
御
山
大
盛
之
図
」
が

役
人
に
提
出
さ
れ
た
。

天
保
十
五
年
（
一
八
四
四
）、
藍

田
は
京
都
、
伊
勢
へ
の
旅
に
出
た
。

総
持
寺
、
永
平
寺
に
参
詣
、
琵
琶
湖

畔
の
旧
跡
に
遊
び
、
京
都
に
入
り
応

挙
の
襖ふ

す
ま

絵
を
ス
ケ
ッ
チ
。
大
阪
天
王

寺
、
高
野
山
、
伊
勢
神
宮
を
参
詣
、

ス
ケ
ッ
チ
し
た
。

嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
頃
、
藍

田
は
狩
野
休
円
の
達
磨
を
模
写
し
て

い
る
。
こ
の
頃
、
金
沢
村
で
の
染
物

『
金
沢
御
山
大
盛
之
図
』を
描
い
た

絵
師
　
佐
々
木
　
藍
　
田

十
一
代
政
継
（
政
右
ェ
門
）
の

頃
、
山
田
町
（
川
向
）
に
移
り

住
ん
だ
。
政
継
の
弟
清
助
（
政

太
郎
）
は
、
亨
和
の
頃
（
一
八

〇
一
）、
商
標
を
荒
川
屋
、
号

を
鐵
梅
と
称
し
染
物
業
を
営
ん

で
い
た
。

藍ら
ん

田で
ん

は
、
本
名
を
政
吉
（
生

年
不
明
）
と
い
っ
た
。
染
物
業

を
営
む
父
清
助
の
跡
を
継
ぎ
、

文
政
十
一
年
（
一
八
二
八
）
頃
、

佐
々
木
藍
田
を
名
乗
っ
た
。
藍
田
は
、

師
を
持
た
ず
独
学
で
絵
を
修
得
し
た
。
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
町
に
ゆ
か
り
の

あ
る
歴
史
人
物
と
そ
の
結
び
付
き
な
ど
を

シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
執
筆
者

は
町
史
編
さ
ん
委
員
の
佐
藤
仁
志
さ
ん

（
豊
間
根
・
六
八

）
で
す
。

や

ま

だ

の

山田浦海岸之図（大槌町・佐々木亮平氏所蔵）



【１３】

【応募方法】 下記のはがきの要領
でご応募ください。全問正解者の中
から抽選で10人に500円の図書券を
プレゼント。応募は一人１通です。

50
円

0 2 8 1 3 9 2

山
田
町
八
幡
町
3
│
20

山
田
町
役
場

広
報
ク
イ
ズ
係

クイズの答え《例》
①－� ④－�
②－� ⑤－�
③－�

氏名
年齢

〒・住所

☆締め切り＝９月19日（19日消印有効）
☆前回の正解は、①－Ｂ、②－Ｃ、
③－Ａ、④－Ｃ、⑤－Ａでした。応
募者数は47通で正解は42通、抽選の
結果次の10人が当せんしました。
山田＝武藤由磨（14） 北浜町＝小

成優子（33） 飯岡＝佐々木泰子（14）、
伊藤亜紀子（12） 船越＝中垣修（59）、
山崎知早子（38） 織笠＝沼崎由実
（10）、中野文子（？） 大沢＝鈴木
幸子（？） 豊間根＝佐藤慶子（48）

〈敬称略〉

山
田
消
防
署
で
は
、
九
月
九

日
の「
救
急
の
日
」に
ち
な
ん
で

「
青
空
救
急
講
習
」
を
開
催
し
ま

す
。
当
日
は
署
員
が
心
肺
そ
生

法
の
仕
方
に
つ
い
て
、
参
加
し

た
皆
さ
ん
に
実
演
指
導
し
ま
す
。

心
肺
そ
生
法
は
心
臓
発
作
や
呼
吸

停
止
な
ど
、
生
命
の
危
機
に
陥
っ
た

人
を
救
命
す
る
た
め
に
行
う
応
急
手

当
て
法
で
す
。
こ
の
機
会
に
心
肺
そ

生
法
の
仕
方
を
身
に
付
け
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時
　
九
月
七
日
（
日
）

午
前

十
時
〜
正
午

※
雨
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

▽
場
所
　
び
は
ん
プ
ラ
ザ
駐
車
場

▽
内
容
　
心
肺
そ
生
法
の
実
演
指

導
、
高
規
格
救
急
車
の
一
般
公
開

▽
問
い
合
わ
せ
　
山
田
消
防
署
救
急

係
（
�
八
二
│
三
一
三
九
）
へ
。

９月９日は�救急の日�

昨年12月に開かれた「ロー
ドマスタースクールｉｎ山田」
での救急救命講習の様子

７日に青空救急
講習開催します

町
で
は
、
生
活
雑
排
水

の
浄
化
を
目
的
に
、
家
庭

用
の
小
型
合
併
処
理
浄
化

槽
を
設
置
す
る
方
に
補
助

金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
の
受
け
付
け
枠
に

余
裕
が
あ
り
ま
す
の
で
、

追
加
の
申
し
込
み
を
受
け

付
け
ま
す
。
家
の
新
築
や

ト
イ
レ
、
ふ
ろ
の
改
築
な

ど
を
お
考
え
の
方
は
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
し

込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

と
し
ま
す
。

▽
募
集
基
数
　
二
基

▽
補
助
額
　
五
人
槽
…
三
十
七
万
五

千
円
　
七
人
槽
…
四
十
三
万
八
千

円
▽
対
象
地
区
　
下
水
道
施
設
が
利
用

で
き
る
船
越
、
田
の
浜
、
大
浦
、

大
沢
、
山
田
、
織
笠
地
区
を
除
い

た
町
内
全
域

※
山
田
、
織
笠
地
区
は
、
一
部
の
地

区
で
補
助
対
象
と
な
る
所
が
あ
り

ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

▽
申
込
期
限
　
九
月
十
六
日

▽
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
　
役
場
生

活
環
境
課
（
�
八
二
│
三
一
一
一

内
線
二
二
四
）
へ
ど
う
ぞ
。

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
補
助
金
の

追
加
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す

快適な環境づくりに小
型
合
併
処
理
浄
化
槽
（
７
人

槽
）
の
設
置
の
様
子

�９月１日の「防災の日」にちなみ９
月７日に本町で行われる訓練は？
�町総合防災訓練
�町消火訓練
�町水防訓練

�９月１日に長野県上山田町が合併。
新しい市の名称は？
�更埴市　�戸倉市　�千曲市

�９月22日に町内各地区で行われる
敬老会。平成15年８月１日現在の
参加対象者は？
�2,363人　�2,653人　�635人

�本町11人目の教育委員会外国語指
導助手のレベッカ・メイ・カル
ダーさん。出身地はどこの国？
�ニュージーランド
�アメリカ
�カナダ

�今号の健やか赤ちゃん18人のうち、
女の子は何人？
�８人　�９人　�10人



母親教室 12、24日 午後1時半～3時半 妊娠中の方

【１４】

申 し 込 み

名　称 期 日 時　　　間 対　　象　　者

実施場所 期 日 時　　間 申込先

��月の教室 場所：保健センター

�三種混合とはしかの予防接種 （�月）

井上医院 随　時 診療時間内 随　時 82－2956

うらべ内科 〃 〃 〃　 82－0123

近藤医院 〃 〃 〃 82－3328

後藤医院 〃 〃 接種する日の前日 82－6690

道又医院 〃 午前8時半～11時 随時（電話で予約） 82－3522

�各種教室に参加を希望する方は、役場保健福祉課（内線165）
へご連絡ください。

ひよこ教室 5 日 午前10時～正 午 言葉や運動機能の発達な
どで心配のある幼児

Health Guide
各種相談、健診、予防接種の問い合わせは、

役場保健福祉課（�82－3111内線161、
165、166）へお気軽にどうぞ。 保 健 だ よ り

糖尿病は生活習慣病の中でも高血圧と並んで代表
的な病気です。しかし、初期にはこれといった自覚
症状がないため、予防や治療を怠りがちです。進行
すると、視力障害や腎臓機能障害、神経障害などの
全身にわたる怖い合併症を引き起こす病気ですが、
普段の生活習慣を見直し、「バランスのよい食事と
適度な運動」を心掛けることで予防できます。
また、検診で血糖値に異常が認められ医師の診察

を受けても「薬を飲むまでもない」と言われること
がありますが、�まだ大丈夫�と安心せずに、食事
や運動療法により進行を遅らせることが大事です。
�まだ大丈夫�という油断は糖尿病には禁物です。

機能訓練
教　　室 月曜日 午前10時～

午後2時半
病気やけがなどで体の不
自由な方

項　　　　目 期日 受　付　時　間 対　 象 者

��月の各種相談・健診 場所：保健センター

�乳幼児健診・相談で持参する物…母子健康手帳、赤ちゃん手
帳、バスタオル、歯ブラシ（３歳児健診と１歳６カ月児健診
の該当者）、幼児の上履き。
�３カ月児健診、６カ月児相談では離乳食の試食もあります。
�３歳児健診該当者には、３歳３カ月ころに通知します。
※今まで該当月に受けていない人は、必ずおいでください。

1歳6カ月児健診 25日 午後零時50分～1時40分 14年 2月生まれ

3 歳 児 健 診 10日 午後零時50分～1時40分 対象者には通知します

6 カ 月 児 相 談 18日 午前9時～9時半 15年 2月生まれ

10 カ月児健診 〃 午後1時～1時半 14年10～11月生まれ

3 カ 月 児 健 診 11日 午後1時～1時半 15年 5月生まれ

健 康 相 談 2、16日 午前10時～正 午 一般町民

九
月
は
「
が
ん
征
圧
月
間
」

で
す
。
が
ん
は
、
食
品
中
の
発

が
ん
物
質
や
放
射
線
、
ウ
ィ
ル

ス
感
染
、
喫
煙
な
ど
を
要
因
に
、

が
ん
に
関
係
す
る
遺
伝
子
が
傷

つ
き
発
症
す
る
病
気
で
す
。

平
成
十
三
年
度
に
本
町
で
亡

く
な
ら
れ
た
方
は
二
百
二
十
九

人
。
死
亡
原
因
は
「
が
ん
」
に

よ
る
も
の
が
最
も
多
く
、
五
十

九
人
で
し
た
。
部
位
別
で
は
大

腸
が
一
番
多
く
十
三
人
。
次
に

多
い
の
が
肺
で
十
一
人
、
胃
十
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。
近
年
の
全
国
的
な

傾
向
と
し
て
大
腸
が
ん
が
急
速
に
増

え
て
い
ま
す
。
脂
肪
を
た
く
さ
ん
摂

取
す
る
人
や
便
秘
が
ち
な
人
に
発
症

が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
腸
内
に
発

が
ん
物
質
が
長
く
と
ど
ま
る
こ
と
が

引
き
金
に
な
っ
て
い
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
食
物
繊
維
を
多
く
含
む
豆
や

穀
類
、
野
菜
を
十
分
取
り
、
適
度
な

運
動
で
便
秘
を
防
ぎ
、
発
が
ん
物
質

の
働
き
を
弱
め
る
こ
と
が
大
腸
が
ん

予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

が
ん
は
歳
を
取
る
と
生
活
の
仕
方

の
影
響
を
受
け
か
か
り
や
す
く
な
り

ま
す
が
、
予
防
に
勝
る
治
療
は
あ
り

ま
せ
ん
。
日
ご
ろ
か
ら
体
重
や
体
調

の
変
化
に
気
を
付
け
、
カ
ロ
チ
ン
や

ビ
タ
ミ
ン
類
の
栄
養
素
を
含
む
緑
黄

色
野
菜
や
海
藻
類
な
ど
、
が
ん
を
抑

制
す
る
効
果
が
認
め
ら
れ
て
い
る
自

然
の
食
べ
物
を
し
っ
か
り
取
り
、
バ

ラ
ン
ス
の
取
れ
た
栄
養
の
摂
取
を
心

掛
け
れ
ば
、
リ
ス
ク
は
か
な
り
小
さ

く
な
り
ま
す
。
喫
煙
や
お
酒
、
運
動

と
い
っ
た
生
活
習
慣
や
食
生
活
を
見

直
し
、
定
期
的
な
検
診
で
自
分
の
体

を
が
ん
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

食
生
活
の
見
直
し
で
が
ん
予
防
を

�月

が
ん
征
圧

月
　
　
間

緑黄色野菜や海藻類を
しっかり取りましょう

がん予防には適度の運動が必要です
（昨年の町民体育祭から）
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�月の町長面談日
と　き　９月１９日（金）

午前10時～正午
ところ　役場４階特別応接室
※面談希望の人は役場総務課
内線413へご連絡ください。

ニュースポーツで
心地よい汗流そう

�日時　９月20日（土）
午前９時半～11時半

�場所　大浦漁村センター
�内容　ニュードッチ、縄跳び、
シャフルボードなど
�持ち物　跳び縄、上履き
�対象　小学生以上の町民50人
�参加料　小・中学生100円、
高校生以上200円
�申込先・問い合わせ　９月18
日までに町教育委員会社会体
育係（�82－5505）へどうぞ。

宮古で動物愛護
フェスティバル

�日時　９月21日（日）
午前９時半～

�場所　宮古地区合同庁舎前駐
車場
�内容　犬猫慰霊祭、家庭犬し
つけ教室、ポニー試乗会、動
物無料健康相談など
�申込先・問い合わせ　９月16
日までに宮古地方振興局保健
衛生課（�64－2218）へ。

青少年の家主催の
釣り大会に参加を

県立陸中海岸青少年の家では、
「旬のハゼ釣り大会」を開催し
ます。どうぞご参加ください。
�期日　９月20日（土）
�時間　午前９時～正午
�場所　Ａ会場…織笠川支流
Ｂ会場…宮古市閉伊川河口

�参加対象　小学生以上
�参加料　700円（竿、えさ代）
�申込先・問い合わせ　９月16
日までに県立陸中海岸青少年
の家（�84－3311）へどうぞ。

まちで出会ったかわいい笑顔

子育てに関する
相談窓口を設置

町では、子育て支援の強化や、
多様化するニーズに対応するた
め、「子育て支援相談窓口」を
設置しました。
�子育て支援相談窓口
・役場保健福祉課児童福祉係
�82－3113

・地域子育て支援センター
�82－6099

・織笠保育園 �82－3219
�相談受付日時　月～金曜日
午前９時半～午後４時

�相談方法　電話または来所
�問い合わせ　役場保健福祉課
（内線131）へどうぞ。

防衛庁・海上保安
庁で学生を募集中

防衛大学校・自衛隊看護学生
�受験資格　来年４月１日現在
の年齢が次の人で、高校を卒
業（見込みを含みます）した
人。防衛大学校…18歳～20歳
自衛隊看護学生…18歳～23歳
�試験日　防衛大学校…11月８
日、９日　自衛隊看護学生…
10月19日
�申込先・問い合わせ　10月10
日までに自衛隊宮古募集事務
所（�63－3881）へどうぞ。
海上保安大学校

�受験資格　昭和58年４月２日
以降に生まれた人で、高校卒
業以上の人（見込みを含みま
す）
�試験日　11月１日、２日
�試験会場　盛岡市
�申込期限　９月９日
�願書の請求先・問い合わせ
釜石海上保安部（�0193－22
－3820）へどうぞ。

コレステロール
改善教室を開催

町では、循環器検診などで
「コレステロールが高め」など
と指摘があった方を対象に『コ
レステロール改善教室』を開催
します。月に一度、保健師や栄
養士と個別に面接を行い、６カ
月後の健康生活を目指します。
�期間　９月～来年３月
�場所　保健センター
�内容　生活・栄養調査、定期
的血液検査など
�参加料　無料
�定員　10人
�申込先・問い合わせ　９月５
日までに役場保健福祉課（内
線165）へどうぞ。

マスタープランに
皆さんのご意見を

県では、将来のまちづくりの
指針となる「岩手県都市計画区
域マスタープラン」の素案を作
成しました。県都市計画課ホー
ムページをご覧になるか、役場
都市計画課で縦覧の上、素案に
対する皆さんのご意見をお寄せ
ください。
�県都市計画課ホームページ
ｈｔｔｐ:／／ｗｗｗ.ｐｒｅｆ.ｉｗａｔｅ.ｊｐ／̃
ｈｐ0604／ｉｎｄｅｘ.ｈｔｍｌ
�提出方法　意見と住所、氏名、
電話番号などを書いて郵便、
ファクス、Ｅメールで提出
�期限　９月26日（金）
�提出先・問い合わせ　県都市
計画課計画係（〒020－8570
盛岡市内丸10番１号�019－
629－5889・ＦＡＸ019－629－
9137・Ｅ-ｍａｉｌ:ＡＧ0007＠ｐｒｅｆ.
ｉｗａｔｅ.ｊｐ）または役場都市計画
課（内線252）へどうぞ。

各種相談あります
お気軽にご相談を

身体障害者巡回相談（補装具）
�期日　９月17日（水）
�受付時間　午後１時半～２時
�場所　宮古地区合同庁舎
�内容　車いす、義足などの交
付と再交付の要否や適合判定
�問い合わせ　役場保健福祉課
（内線132）へどうぞ。
特許、実用新案、意匠、商標
知的所有権相談
�日時　９月10日（水）

午前９時～正午
�場所　宮古地区合同庁舎
�予約先・問い合わせ　宮古地
方振興局企画総務部（�64－
2211）へどうぞ。

シートピアなあど
産直組合員を募集

出崎地区産地直売施設組合で
は、ご家庭で生産、加工した生
鮮野菜や漬物、果樹、乳製品など
を直接販売する組合員を募集し
ます。販売場所は、宮古市出崎
地区に11月１日オープン予定の
広域総合交流施設「シートピア
なあど」内の産直コーナーです。
�入会金　３万円
�販売手数料　10㌫
�申込期限　９月16日
�申込先・問い合わせ　宮古市
役所農林課（�62－2111）へ。

行政相談あります
と　き　９月１８日（木）

午前10時～正午
ところ　町中央コミセン
※行政について納得できない
ことなどご相談ください。

山田秋祭りＰＲ番組
テレビ岩手で放送されま

す。どうぞご覧ください。
�日時　９月７日…午後５時
～５時13分　９月12日…午
後３時55分～３時58分、午
後11時25分～11時28分
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◆
町
の
あ
ち
こ
ち
に
山
田
秋
祭
り
の
ポ
ス
タ
ー

が
見
ら
れ
、
残
業
し
て
い
る
と
八
幡
宮
か
ら
は

八
幡
鹿
舞
の
笛
や
太
鼓
の
練
習
の
音
が
聞
こ
え

て
き
ま
す
。
町
内
は
こ
れ
か
ら
祭
り
一
色
に
染

ま
り
ま
す
▼
大
杉
神
社
の
裏
手
で
育
っ
た
私
は
、

祭
り
が
大
好
き
。
何
歳
に
な
っ
て
も
、
わ
く
わ

く
し
な
が
ら
祭
り
の
日
を
迎
え
ま
す
。
参
加
す

る
人
、
見
る
人
が
一
体
と
な
り
、
熱
く
燃
え
る

山
田
秋
祭
り
。
山
田
っ
子
の
血
を
最
高
に
沸
き

立
た
せ
る
祭
り
が
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。

◆
広
報
担
当
に
な
っ
て
一
年
五
カ
月
。
運
動
ら

し
い
運
動
も
し
て
い
な
い
せ
い
か
、
体
力
の
衰

え
を
感
じ
る
今
日
こ
の
ご
ろ
で
す
。
階
段
の
上

り
下
り
で
は
常
に
息
切
れ
状
態
。
し
か
も
最
近

太
り
だ
し
た
り
し
て
…
▼
体
力
回
復
に
と
腹
筋

運
動
な
ど
で
も
始
め
て
み
よ
う
か
な
と
考
え
て

は
み
た
も
の
の
、
体
力
回
復
に
は
�
睡
眠
が
一

番
�
と
つ
い
楽
な
方
法
を
選
択
。
な
か
な
か
実

行
で
き
な
い
自
分
で
す
。
眠
っ
た
ま
ま
で
運
動

で
き
る
方
法
？
あ
っ
た
ら
い
い
で
す
ね
。

町民のうごき
（ 7 月 1 日～31日）

�出生……１０人 �転入……３９人　

�死亡……１２人 �転出……４６人　

�人口…２１,３３１人（今月減 ９人）

男…１０,２５０人 女…１１,０８１人

�世帯数………………７,２６８世帯

吉 田 梨
り

華
か

（大沢・恒・女）
橋 田 隆

りゅう

輝
き

（船越・京一・男）

小 野 堅
けん

斗
と

（織笠・貢・男）

佐々木智
とも

紀
のり

（八幡町・輝喜・男）

武藤さやか
　

（北浜町・庄一郎・女）

７月届け出分（敬称略）
〔出生〕（ ）は保護者名と性別
�山田 酒井想

そう

太
た

（伸一郎・男）、ウッド
オール　ゼイビア（リチャード・アーサー
ジョージ・男）
�船越 佐々木楓

ふう

夏
か

（仁・女）、山�美
み

結
ゆ

（優
貴・女）
�大沢 山根拓

たく

真
ま

（章一・男）、中釜綾
りょう

汰
た

（慎
悟・男）、中釜颯

そう

汰
た

（慎悟・男）、佐々木涼
りょう

（正光・男）
�荒川 佐藤渉

あゆむ

（順一・男）

〔結婚した二人〕（ ）は住所
山本和義（長崎）・阿部由紀子（大浦）
五十嵐亮（田の浜）・中村美雪（織笠）

〔死亡〕（ ）は年齢
�山田 白hミチエ（80）、仲尾勝美（72）、
O藤武（79）、蛇石昌（74）、小林忠三（86）、
前川ヒミ子（66）
�織笠 佐々木o見（55）
�大沢 阿部忠雄（79）
�豊間根 佐々木タケノ（78）、佐々木シツ
（83）

�広報やまだ�は環境に優しい古紙100％の再生紙と大豆油インキ（植物油）を使用しています。

狩 野 星
せい

空
あ

（境田町・英祐・男）

武藤かれん
　

（北浜町・朋美・女）

ピ

ン

ボ

ケ

健やか赤ちゃん登場
毎月掲載します。
今月は9月生まれ
の赤ちゃんです。

一
歳
に
な
り
ま
し
た

※
敬
称
略
・（

）内
は
地
区
名
・
保
護
者
・
性
別
で
す
。

幸 優

菊 池 リ ズ
　

（山田・一彦・女）

芳 賀 悠
ゆう

人
と

（豊間根・邦久・男）
斎 藤 優

ゆう

菜
な

（飯岡・学・女）

佐々木　圭
けい

（田の浜・勝吉・男）

阿 部 穂
ほの

佳
か

（織笠・久志・女）
山 � 裕

ゆう

仁
じん

（船越・潔・男）
上 林 龍

りゅう

我
が

（田の浜・弘樹・男）

川 村 謙
けん

心
しん

（豊間根・智彦・男）
伊 藤 　 葵

あおい

（豊間根・伸一・女）
阿部日

ひ

那
な

乃
の

（飯岡・寛之・女）
村 木 優

ゆう

奈
な

（石峠・武廣・女）


